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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 61,468 9.1 △517 － △186 － △340 －

2022年３月期第１四半期 56,333 32.0 △67 － △116 － △267 －
(注) 包括利益 2023年３月期第１四半期 480百万円( －％) 2022年３月期第１四半期 △946百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 △3.25 ―

2022年３月期第１四半期 △2.55 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 229,756 93,075 40.2

2022年３月期 237,811 93,064 38.9
(参考) 自己資本 2023年３月期第１四半期 92,470百万円 2022年３月期 92,490百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 20.00 ― 5.00 25.00

2023年３月期 ―

2023年３月期(予想) 18.00 ― 18.00 36.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

　 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 289,000 12.0 4,000 － 4,500 － 3,500 － 33.42

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期１Ｑ 106,761,205株 2022年３月期 106,761,205株

② 期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 1,944,585株 2022年３月期 2,029,142株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 104,757,957株 2022年３月期１Ｑ 104,648,706株
　

（注）期末自己株式数及び2023年３月期第１四半期における期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、
役員報酬ＢＩＰ信託及び東急建設従業員持株会専用信託が保有する当社株式が含まれており、2022年３月
期第１四半期における期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する
当社株式が含まれております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、【添付資料】２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想な
どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　　



（参考）個別業績の概要

１．2023年３月期第１四半期の個別業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（１）個別経営成績(累計) (％表示は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 56,981 8.2 348 ― 1,059 ― 111 ―

2022年３月期第１四半期 52,674 33.2 △284 ― 18 △95.8 △84 ―

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 1.06 ―

2022年３月期第１四半期 △0.80 ―

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 208,641 78,990 37.9

2022年３月期 216,561 78,886 36.4

(参考) 自己資本 2023年３月期第１四半期 78,990百万円 2022年３月期 78,886百万円

２．2023年３月期の個別業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）
(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 260,000 7.0 2,100 ― 2,100 ― 2,000 ― 19.10

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 : 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益・雇用者数に改善の動きが見られ、景気に持ち直し

の動きが見られました。しかしながら、ウクライナ情勢の長期化や中国における経済活動の抑制による影響が増し

てまいりました。

　建設業界におきましては、政府建設投資が微増となる見込みであり、新型コロナウイルス感染症の影響によりＥ

コマースの普及が一層進み、倉庫・物流施設への投資が堅調に推移するなど民間建設投資は前年度を上回る水準で

増加する見通しとなりました。

　このような情勢下におきまして当社グループは、「長期経営計画“To zero, from zero.”」に基づき、国内土

木・建築・建築リニューアル事業を「コア事業」、国際・不動産・新規事業を「戦略事業」と位置づけ、人材とデ

ジタル技術を競争優位の源泉として３つの提供価値（「脱炭素」「廃棄物ゼロ」「防災・減災」）を軸とした５つ

の重点戦略（「東急建設ブランドの訴求・確立」「コア事業の深化」「戦略事業の成長」「人材・組織戦略」「財

務・資本戦略」）に取り組んでまいりました。

　当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は61,468百万円（前年同四半期比9.1％増）となりました。損益面

では、営業損失は517百万円（前年同四半期は67百万円の営業損失）、経常損失は186百万円（前年同四半期は116

百万円の経常損失）となりました。これに、税金費用等を加味した結果、親会社株主に帰属する四半期純損失は

340百万円（前年同四半期は267百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産の部につきましては、現金預金が14,988百万円増加した一方、受取手形・完

成工事未収入金等が18,799百万円、その他（流動資産）が3,360百万円減少したことなどにより、資産合計は前連

結会計年度末と比較して8,054百万円減少（3.4％減）し、229,756百万円となりました。

負債の部につきましては、預り金が1,146百万円増加した一方、支払手形・工事未払金等が10,582百万円、未払

法人税等が1,020百万円それぞれ減少したことなどにより、負債合計は前連結会計年度末と比較して8,066百万円減

少（5.6％減）し、136,680百万円となりました。

純資産の部につきましては、配当を530百万円実施したことや親会社株主に帰属する四半期純損失を340百万円計

上したことにより利益剰余金が減少した結果、株主資本は809百万円減少しました。一方、株式相場の影響により

その他有価証券評価差額金が501百万円増加したことなどから、その他の包括利益累計額は789百万円増加しまし

た。また、非支配株主持分が30百万円増加した結果、純資産合計は前連結会計年度末と比較して11百万円増加

（0.0％増）し、93,075百万円となりました。

なお、自己資本は92,470百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して1.3ポイント増加し、40.2

％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

わが国経済の今後の見通しにつきましては、感染対策に万全を期し、経済社会活動の正常化が進む中で、各種政

策の効果もあり、持ち直していくことが期待されますが、ウクライナ情勢の長期化や中国における経済活動の抑制

による原材料価格の上昇や供給面での制約に加え金融資本市場の変動等による下振れリスクに十分注意する必要が

あります。

　今後の国内建設市場につきましては、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響が懸念されるとともに、新設等

を主体とした「フロー」型から維持・修繕等の「ストック」型への需要の質的変化や長時間労働の解消、働き方改

革の実現等への対応が求められるなど、構造変革が迫られております。

　このような情勢下におきまして当社グループでは、新型コロナウイルス感染症の影響を見極め適切な対応を図り

つつ、「長期経営計画 “To zero, from zero.”」に基づき、国内土木・建築・建築リニューアル事業を「コア事

業」、国際・不動産・新規事業を「戦略事業」と位置づけ、既存事業の深堀りと新規分野の模索など「知の深化」

と「知の探索」を実践してまいります。また、人材とデジタル技術を競争優位の源泉として、３つの提供価値

（「脱炭素」「廃棄物ゼロ」「防災・減災」）を軸とし、この３つの提供価値と人材・デジタル技術の競争優位構

築による「東急建設ブランドの訴求・確立」をはじめとする５つの重点戦略を実行することで当社グループの持続

的な企業価値向上を目指してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 38,648 53,636

受取手形・完成工事未収入金等 115,860 97,060

未成工事支出金 6,981 5,812

不動産事業支出金 2 6

販売用不動産 3,801 3,789

材料貯蔵品 53 63

その他 8,695 5,334

貸倒引当金 △78 △69

流動資産合計 173,963 165,634

固定資産

有形固定資産 29,675 29,314

無形固定資産 1,390 1,417

投資その他の資産

投資有価証券 30,171 30,659

長期貸付金 26 9

繰延税金資産 130 303

その他 2,453 2,417

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 32,782 33,390

固定資産合計 63,847 64,122

資産合計 237,811 229,756

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 48,699 38,116

電子記録債務 14,131 14,550

短期借入金 97 99

未払法人税等 1,651 630

未成工事受入金 14,536 15,120

不動産事業受入金 37 27

完成工事補償引当金 6,625 6,997

工事損失引当金 8,777 9,679

賞与引当金 2,047 3,064

関係会社株式売却損失引当金 105 －

預り金 16,566 17,713

その他 1,730 1,311

流動負債合計 115,004 107,312

固定負債

長期借入金 22,334 22,288

繰延税金負債 141 －

役員株式給付引当金 46 27

不動産事業等損失引当金 5,139 5,054

退職給付に係る負債 697 692

その他 1,383 1,305

固定負債合計 29,742 29,367

負債合計 144,747 136,680
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 16,354 16,354

資本剰余金 4,089 4,090

利益剰余金 67,309 66,438

自己株式 △1,282 △1,220

株主資本合計 86,471 85,662

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,087 6,589

為替換算調整勘定 11 247

退職給付に係る調整累計額 △80 △28

その他の包括利益累計額合計 6,018 6,808

非支配株主持分 574 604

純資産合計 93,064 93,075

負債純資産合計 237,811 229,756
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高

完成工事高 55,721 60,840

不動産事業等売上高 612 627

売上高合計 56,333 61,468

売上原価

完成工事原価 52,229 57,764

不動産事業等売上原価 368 335

売上原価合計 52,598 58,100

売上総利益

完成工事総利益 3,492 3,076

不動産事業等総利益 243 291

売上総利益合計 3,735 3,368

販売費及び一般管理費 3,802 3,885

営業損失（△） △67 △517

営業外収益

受取利息 5 3

受取配当金 101 104

為替差益 － 384

持分法による投資利益 65 －

その他 63 32

営業外収益合計 235 525

営業外費用

支払利息 35 29

為替差損 224 －

持分法による投資損失 － 61

その他 25 103

営業外費用合計 284 194

経常損失（△） △116 △186

特別損失

投資有価証券評価損 37 －

特別損失合計 37 －

税金等調整前四半期純損失（△） △153 △186

法人税、住民税及び事業税 545 652

法人税等調整額 △445 △522

法人税等合計 99 129

四半期純損失（△） △253 △316

非支配株主に帰属する四半期純利益 14 23

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △267 △340
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純損失（△） △253 △316

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △985 461

為替換算調整勘定 8 104

退職給付に係る調整額 38 45

持分法適用会社に対する持分相当額 245 184

その他の包括利益合計 △693 796

四半期包括利益 △946 480

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △958 449

非支配株主に係る四半期包括利益 11 30
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（従業員株式所有制度）

１ 取引の概要

当社は、2021年12月20日開催の取締役会決議に基づき、従業員に対する当社の中長期的な企業価値向上への

インセンティブ付与と福利厚生を目的として、「信託型従業員持株インセンティブ・プラン」（以下、「本プ

ラン」という。）の導入をしております。

本プランは、「東急建設従業員持株会」（以下、「持株会」という。）に加入するすべての従業員を対象と

するインセンティブ・プランであります。本プランでは、当社が信託銀行に「東急建設従業員持株会専用信

託」（以下、「本信託」という。）を設定し、本信託は、５年間にわたり持株会が取得すると見込まれる規模

の当社株式を、取引先金融機関からの借入金を原資として当社からの第三者割当によって予め取得します。そ

の後は、本信託から持株会に対して継続的に当社株式の売却が行われるとともに、信託終了時点で本信託内に

株式売却益相当額が累積した場合には、当該株式売却益相当額が残余財産として受益者適格要件を満たす者に

分配されます。なお、当社は、本信託が当社株式を取得するための借入に対し保証をしているため、当社株価

の下落により本信託内に株式売却損相当額が累積し、信託終了時点において本信託内に当該株式売却損相当の

借入金残債がある場合は、当社が当該残債を弁済することになります。

２ 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度906百万円及び

1,385,600株、当第１四半期連結会計期間863百万円及び1,319,600株であります。

３ 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

前連結会計年度905百万円、当第１四半期連結会計期間905百万円

（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響の考え方）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルス感染症の

影響の考え方）に記載した、会計上の見積りを行う上での仮定について重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症は不確実性が高く、更に長期化した場合は、建設市場の縮小、顧客による事

業計画の見直し、施工中案件の工事中断等、当連結会計年度の財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性があり

ます。
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３．補足情報

（１）受注高・売上高・売上総利益・繰越高の状況(個別)

① 受 注 高 (単位：百万円)

区 分

前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

比較増減 増減率

前事業年度

(
自 2021年４月１日

至 2021年６月30日
) (

自 2022年４月１日

至 2022年６月30日
) (

自 2021年４月１日

至 2022年３月31日
)

金 額 （ 構成比 ) 金 額 （ 構成比 ) 金 額 （ 構成比 )

建

築

国 内 官 公 庁 3,961 （ 6.4％) 303 （ 0.6％) △3,657 △92.3％ 10,224 （ 3.7％)

国 内 民 間 50,912 （ 82.3 ) 19,196 （ 37.1 ) △31,715 △62.3 216,085 （ 78.7 )

　内 一 般 民 間 31,113 （ 50.3 ) 17,671 （ 34.1 ) △13,441 △43.2 176,417 （ 64.3 )

　内東急グループ 19,799 （ 32.0 ) 1,525 （ 3.0 ) △18,274 △92.3 39,667 （ 14.4 )

海 外 259 （ 0.4 ) 262 （ 0.5 ) 3 1.4 ※△4,927 （ △1.8 )

計 55,133 （ 89.1 ) 19,763 （ 38.2 ) △35,369 △64.2 221,382 （ 80.6 )

土

木

国 内 官 公 庁 3,858 （ 6.2 ) 7,775 （ 15.0 ) 3,916 101.5 33,308 （ 12.1 )

国 内 民 間 2,805 （ 4.6 ) 5,181 （ 10.0 ) 2,375 84.7 18,987 （ 6.9 )

内 一 般 民 間 1,294 （ 2.1 ) 4,184 （ 8.1 ) 2,890 223.3 9,978 （ 3.6 )

　内東急グループ 1,511 （ 2.5 ) 997 （ 1.9 ) △514 △34.0 9,009 （ 3.3 )

海 外 63 （ 0.1 ) 19,063 （ 36.8 ) 18,999 － 985 （ 0.4 )

計 6,727 （ 10.9 ) 32,020 （ 61.8 ) 25,292 375.9 53,281 （ 19.4 )

建
設
事
業
計

国 内 官 公 庁 7,819 （ 12.6 ) 8,078 （ 15.6 ) 259 3.3 43,532 （ 15.8 )

国 内 民 間 53,718 （ 86.9 ) 24,378 （ 47.1 ) △29,339 △54.6 235,073 （ 85.6 )

　内 一 般 民 間 32,407 （ 52.4 ) 21,856 （ 42.2 ) △10,551 △32.6 186,396 （ 67.9 )

　内東急グループ 21,311 （ 34.5 ) 2,522 （ 4.9 ) △18,788 △88.2 48,676 （ 17.7 )

海 外 323 （ 0.5 ) 19,326 （ 37.3 ) 19,003 － △3,942 （ △1.4 )

計 61,860 （ 100.0 ) 51,783 （ 100.0 ) △10,077 △16.3 274,663 （ 100.0 )

不動産事業等 － （ － ) － （ － ) － － － （ － )

合 計 61,860 （ 100.0 ) 51,783 （ 100.0 ) △10,077 △16.3 274,663 （ 100.0 )

　（注）※が△(マイナス)となっているのは、前期以前の契約について見直しを行ったことによるものであります。
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② 売 上 高 (単位：百万円)

区 分

前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

比較増減 増減率

前事業年度

(
自 2021年４月１日

至 2021年６月30日
) (

自 2022年４月１日

至 2022年６月30日
) (

自 2021年４月１日

至 2022年３月31日
)

金 額 （ 構成比 ) 金 額 （ 構成比 ) 金 額 （ 構成比 )

建

築

国 内 官 公 庁 1,336 （ 2.5％) 845 （ 1.5％) △490 △36.7％ 6,542 （ 2.7％)

国 内 民 間 38,233 （ 72.6 ) 41,128 （ 72.2 ) 2,894 7.6 177,306 （ 73.0 )

　内 一 般 民 間 31,500 （ 59.8 ) 35,557 （ 62.4 ) 4,056 12.9 151,271 （ 62.3 )

　内東急グループ 6,732 （ 12.8 ) 5,570 （ 9.8 ) △1,162 △17.3 26,035 （ 10.7 )

海 外 40 （ 0.1 ) 365 （ 0.6 ) 324 792.7 558 （ 0.2 )

計 39,610 （ 75.2 ) 42,339 （ 74.3 ) 2,728 6.9 184,407 （ 75.9 )

土

木

国 内 官 公 庁 7,393 （ 14.0 ) 9,826 （ 17.2 ) 2,432 32.9 33,822 （ 13.9 )

国 内 民 間 3,308 （ 6.3 ) 4,108 （ 7.2 ) 799 24.1 18,714 （ 7.7 )

内 一 般 民 間 2,690 （ 5.1 ) 3,539 （ 6.2 ) 848 31.5 14,196 （ 5.8 )

　内東急グループ 618 （ 1.2 ) 568 （ 1.0 ) △49 △8.0 4,517 （ 1.9 )

海 外 1,952 （ 3.7 ) 263 （ 0.5 ) △1,688 △86.5 4,349 （ 1.8 )

計 12,654 （ 24.0 ) 14,197 （ 24.9 ) 1,542 12.2 56,886 （ 23.4 )

建
設
事
業
計

国 内 官 公 庁 8,730 （ 16.5 ) 10,672 （ 18.7 ) 1,941 22.2 40,364 （ 16.6 )

国 内 民 間 41,542 （ 78.9 ) 45,236 （ 79.4 ) 3,693 8.9 196,020 （ 80.7 )

　内 一 般 民 間 34,191 （ 64.9 ) 39,096 （ 68.6 ) 4,905 14.3 165,467 （ 68.1 )

　内東急グループ 7,351 （ 14.0 ) 6,139 （ 10.8 ) △1,211 △16.5 30,553 （ 12.6 )

海 外 1,993 （ 3.8 ) 629 （ 1.1 ) △1,363 △68.4 4,908 （ 2.0 )

計 52,265 （ 99.2 ) 56,537 （ 99.2 ) 4,271 8.2 241,294 （ 99.3 )

不動産事業等 409 （ 0.8 ) 443 （ 0.8 ) 34 8.4 1,731 （ 0.7 )

合 計 52,674 （ 100.0 ) 56,981 （ 100.0 ) 4,306 8.2 243,025 （ 100.0 )

③ 売上総利益 (単位：百万円)

区 分

前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

比較増減 増減率

前事業年度

(
自 2021年４月１日

至 2021年６月30日
) (

自 2022年４月１日

至 2022年６月30日
) (

自 2021年４月１日

至 2022年３月31日
)

金 額 （ 利益率 ) 金 額 （ 利益率 ) 金 額 （ 利益率 )

建 築 3,253 （ 8.2％) 2,963 （ 7.0％) △289 △8.9％ 13,132 （ 7.1％)

土 木 △132 （ △1.0 ) 776 （ 5.5 ) 909 － △3,530 （ △6.2 )

建設事業計 3,120 （ 6.0 ) 3,740 （ 6.6 ) 620 19.9 9,601 （ 4.0 )

不動産事業等 191 （ 46.9 ) 238 （ 53.6 ) 46 24.0 △1,492 （△86.2 )

合 計 3,312 （ 6.3 ) 3,979 （ 7.0 ) 666 20.1 8,108 （ 3.3 )

④ 繰 越 高 (単位：百万円)

区 分

前第１四半期会計期間 当第１四半期会計期間

比較増減 増減率

前事業年度

(2021年６月30日現在) (2022年６月30日現在) (2022年３月31日現在)

金 額 （ 構成比 ) 金 額 （ 構成比 ) 金 額 （ 構成比 )

建 築 250,976 （ 74.0％) 249,851 （ 69.8％) △1,124 △0.4％ 272,428 （ 75.1％)

土 木 88,082 （ 26.0 ) 108,226 （ 30.2 ) 20,144 22.9 90,404 （ 24.9 )

建設事業計 339,058 （ 100.0 ) 358,078 （ 100.0 ) 19,020 5.6 362,832 （ 100.0 )

不動産事業等 － （ － ) － （ － ) － － － （ － )

合 計 339,058 （ 100.0 ) 358,078 （ 100.0 ) 19,020 5.6 362,832 （ 100.0 )

　



東急建設㈱(1720) 2023年３月期 第１四半期決算短信

10

（２）受注予想(個別)

（単位：百万円）

区 分
通 期

金 額 増減率

2023年３月期予想

建 築 200,000 △9.7％

土 木 75,400 41.5

合 計 275,400 0.3

2022年３月期実績

建 築 221,382 △8.9

土 木 53,281 △16.4

合 計 274,663 △10.4

　 (注) ％表示は、対前期増減率を示しております。

　


